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泉南市阪南市地域 循環型社会形成推進地域計画 

 

１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 

(１) 対象地域 

構成市町名 ： 泉南市、阪南市 

面   積 ： 85.15ｋｍ2（国土地理院 令和３年全国都道府県市区町村面積調） 

人   口 ： 112,935人（令和 3年 9月末現在） 

  
 

 
（注）空港島を除く 

図１ 対象地域図 

  

（内訳）

市町名 泉南市 阪南市 合計

面積（k㎡） 48.98 36.17 85.15

人口（人） 60,452 52,483 112,935

阪南市

泉南市
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(２) 計画期間 

本計画は、令和 4 年 4 月 1 日から令和 9 年 3 月 31 日までの 5 年間を計画期間と

する。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を

見直すものとする。 

 

(３) 基本的な方向 

本計画の対象地域（以下「本地域」という。）は、泉南市及び阪南市をあわせた

地域で、大阪府の南部に位置している。 

本地域のごみ排出量については減少傾向にある。これは、泉南市及び阪南市の両

市において人口減少が進んでいることやごみ減量化・資源化を進めてきたことによ

るものである。 

泉南清掃事務組合（以下「組合」という。）における、泉南清掃工場（焼却施設

及び破砕施設）は、稼働後 36 年が経過し、また、不燃物処理資源化施設は稼働後

27 年が経過していることから、施設の老朽化が顕著となっている。 

今後とも、泉南市及び阪南市において、さらなるごみの減量化・資源化に資する

ため、ごみの分別徹底の啓発等を行うとともに、施設の老朽化への対応及び将来的

なごみの適正処理や資源化をするため、新たにごみ処理施設を整備し、ごみ処理施

設での積極的な熱回収や処理残渣の減量化を図ることにより、本地域の循環型社会

の形成を推進する。 

生活排水処理については、公共用水域の汚濁防止のため、下水道事業計画区域外

及び集落排水事業区域外において、合併処理浄化槽の整備を行うものとする。 

別途、阪南市地域計画に基づくものとする。 

 

 

(４) ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況 

泉南市及び阪南市は、ごみ処理を広域化で行うために昭和 42 年一部事務組合を

設立しました。 

また、国や大阪府のごみ処理施設の広域化及び集約化の基準として、「処理能力

が最低 100ｔ／日以上、可能な場合 300ｔ／日以上の全連続炉」とされており、現

有の施設においてもこの基準に合致しているものであることから、今後もこの体制

を継続するものとする。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

(１) 一般廃棄物等の処理の現状 

令和２年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図２のとおりである。 

なお、泉南清掃工場では、発電（場内利用）、建築利用（給湯・暖房等）及び場

外利用（温水プール）による余熱利用を行っている。 

 

 

 
※端数処理により割合・合計があわないことがある。 

図２ 一般廃棄物の処理状況フロー（令和２年度） 

 

 

(２) 生活排水処理の現状 

泉南市における令和２年度の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量は、図

３に示すとおりである。 

 

 
※汚水衛生処理人口：汚水処理施設に接続されている人口 

※端数処理により割合・合計があわないことがある。 

図３ 生活排水の処理状況フロー（令和２年度）【泉南市】 

  

集団回収量 総資源化量

1,430 t 5,868 t

直接資源化量 処理後再生利用量

12.8%

37,305 t 37,305 t

1,988 t ※8 2,450 t

5.3% 処理残渣量 6.6%

排　出　量 計画処理量 中間処理量 19.3% 処理後最終処分量

※2 ※3 7,212 t ※11

35,317 t ※9 4,762 t

※6

0.0% 12.8%

自家処理量 直接最終処分量 75.3% 最終処分量

0 t 0 t 4,762 t

※4 ※7 28,105 t

100.0% 94.7% 減量化量

33,649人 (55.3%)

50,573人 (83.2%) 0人 (0.0%)

60,795人 16,924人 (27.8%) 11,296 kＬ/年

4,209人 (6.9%)

10,222人 (16.8%) 6,013人 (9.9%) 13,181 kＬ/年

公共下水道

汚水衛生処理人口 集落排水施設等

総人口 合併処理浄化槽等 浄化槽汚泥発生量

単独処理浄化槽

未処理人口 非水洗化人口 し尿発生量
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(３) 一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指

し、表１のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

 

表１ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

  
※1 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋

集団回収量に対する割合 

※2 (1事業所当たりの排出量)＝{(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)}／(事業所数) 

※3 (1人当たりの排出量)＝{(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)}／(人口) 

 

《用語の定義》 

排出量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）[単位:トン] 

再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和[単位:トン] 

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量[単位:MWh]及び熱利用量[単位:GJ] 

減量化量：中間処理量と処理後の残渣量の差[単位:トン] 

最終処分量：埋立処分された量[単位:トン] 

 

表１補足 市ごとの減量化、再生利用に関する現状と目標 

 
※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

 

  

排出量 事業系 総排出量 13,338 トン 12,359 トン ( -7.3%)

　　　1事業所当たりの排出量
※2 3.67 トン/事業所 3.57 トン/事業所 ( -2.7%)

生活系 総排出量 23,967 トン 21,018 トン ( -12.3%)

　　　1人当たりの排出量
※3 175 kg/人 160 kg/人 ( -8.6%)

合　計 事業系生活系排出量合計 37,305 トン 33,377 トン ( -10.5%)

再生利用量 直接資源化量 1,988 トン (5.3%) 2,158 トン (6.5%)

総資源化量 5,868 トン (15.1%) 5,416 トン (15.7%)

954 MWｈ 945 MWｈ

（不明） GJ （不明） GJ

最終処分量 埋立最終処分量 4,762 トン (12.8%) 4,216 トン (12.6%)

現　状(割合※1) 目　標(割合
※1
)

(令和2年度) (令和9年度)

エネルギー回収量（年間の発電電力量及び熱

利用量）
エネルギー回収量

指　　　標

泉南市 事業系 総排出量 8,683 トン 8,046 トン ( -7.3%)

　　　1事業所当たりの排出量 4.00 トン/事業所 3.85 トン/事業所 ( -3.8%)

生活系 総排出量 12,301 t 10,963 トン ( -10.9%)

　　　1人当たりの排出量 172 kg/人 157 kg/人 ( -8.7%)

合　計 事業系生活系排出量合計 20,984 トン 19,009 トン ( -9.4%)

直接資源化量 1,015 トン (4.8%) 1,146 トン (6.0%)

総資源化量 2,851 トン (13.2%) 2,750 トン (14.1%)

埋立最終処分量 2,691 トン (12.8%) 2,422 トン (12.7%)

阪南市 事業系 総排出量 4,655 トン 4,313 トン ( -7.3%)

　　　1事業所当たりの排出量 3.20 トン/事業所 3.16 トン/事業所 ( -1.3%)

生活系 総排出量 11,666 トン 10,055 トン ( -13.8%)

　　　1人当たりの排出量 179 kg/人 163 kg/人 ( -8.9%)

合　計 事業系生活系排出量合計 16,321 トン 14,368 トン ( -12.0%)

直接資源化量 973 トン (6.0%) 1,012 トン (7.0%)

総資源化量 3,017 トン (17.6%) 2,666 トン (17.8%)

埋立最終処分量 2,070 トン (12.7%) 1,794 トン (12.5%)

指　　　標
現　状(割合) 目　標(割合)

(令和2年度) (令和9年度)
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※端数処理により割合・合計があわないことがある。 

図４ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和９年度） 

 

 

 

 

 

 

  

※4 ※7 24,815 t

100.0% 93.5% 減量化量

0.0% 12.6%

自家処理量 直接最終処分量 74.3% 最終処分量

0 t 0 t 4,216 t

6,404 t ※11

31,219 t ※9 4,216 t

※6

12.6%

33,377 t 33,377 t

2,158 t ※8 2,188 t

6.5% 処理残渣量 6.6%

排　出　量 計画処理量 中間処理量 19.2% 処理後最終処分量

※2 ※3

集団回収量 総資源化量

1,070 t 5,416 t

直接資源化量 処理後再生利用量
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(４) 生活排水処理の目標 

泉南市の生活排水処理については、表２に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の

整備等を進めていくものとする。 

 

 

表２ 生活排水処理に関する現状と目標【泉南市】 

 

 

 

 

 

 

 
※汚水衛生処理人口：汚水処理施設に接続されている人口 

※端数処理により割合・合計があわないことがある。 

図５ 生活排水の処理状況フロー（令和９年度）【泉南市】 

 

 

  

　公共下水道 33,649 人 (55.3%) 32,700 人 (58.1%)

　農業集落排水施設等 0 人 (0.0%) 0 人 (0.0%)

　合併処理浄化槽等 16,924 人 (27.8%) 14,224 人 (25.3%)

　未処理人口 10,222 人 (16.8%) 9,317 人 (16.6%)

　　　合計 60,795 人 56,241 人

　汲み取りし尿量 13,181 キロリットル 12,023 キロリットル

　浄化槽汚泥量 11,296 キロリットル 9,624 キロリットル

　　　合計 24,477 キロリットル 21,647 キロリットル

令和２年度実績 令和９年度目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥

の
量

32,700人 (58.1%)

46,924人 (83.4%) 0人 (0.0%)

56,241人 14,224人 (25.3%) 9,624 kＬ/年

3,836人 (6.8%)

9,317人 (16.6%) 5,481人 (9.7%) 12,023 kＬ/年

単独処理浄化槽

未処理人口 非水洗化人口 し尿発生量

公共下水道

汚水衛生処理人口 集落排水施設等

総人口 合併処理浄化槽等 浄化槽汚泥発生量
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３ 施策の内容 

(１) 発生抑制、再使用の推進 

ア 有料化 

生活系ごみについては、発生抑制やリサイクルへの誘導、ごみ減量の努力に応じ

た費用負担の公平性の確保の観点を考慮し、平成 20 年度より泉南市、阪南市とも

に、可燃・不燃・粗大ごみの完全有料化を開始した。 

また、事業系ごみについては、平成 20 年度に手数料の引き上げを実施し、生活

系ごみと同額で、処理手数料を徴収している。 

 

イ 環境教育、普及啓発、助成 

泉南市及び阪南市では、住民や事業者の理解と協力を得るため、広報等を活用し

て、ごみの減量や資源化に関する情報を提供するなど、積極的に啓発活動を行う。 

また、集団回収制度の維持を図るために、引き続き、自治会等に対して奨励金を

交付しています。 

組合では、施設見学を受け入れることにより、見学者にごみの処理状況について

理解を深めていただき、ごみの減量化、分別の重要性について説明する。 

 

ウ マイバッグ運動 

ごみ減量化及び資源の有効活用のため、マイバッグを携帯するよう啓発する。 

 

エ ごみ分別の推進 

ごみの減量化及び再資源化のため、ごみ分別表を配布するとともに、ホームペー

ジに掲載し、ごみの分別徹底について啓発する。 

また、プラスチック製容器包装以外のプラスチック類の資源化について、今後の

社会情勢等を踏まえ検討する。 

 

オ 生活排水対策 

家庭等から排出される汚濁負荷量の削減のため、次の啓発活動の強化を図る。 

・広報活動の実施 

・廃油ポット、三角コーナーネット、拭取紙等の排出抑制用品の普及 

・無リン洗剤、せっけんの使用 
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(２) 処理体制 

ア 生活系ごみの処理体制の現状と今後 

分別区分及び処理方法については、表３に示すとおりである。 

泉南市及び阪南市の可燃ごみは、組合の泉南清掃工場で焼却処理し、焼却残渣は

大阪湾広域臨海環境整備センターで埋立処分している。 

今後も、同センターでの埋立処分を継続するが、さらなるごみの減量化を推進し

ていく。 

不燃・粗大ごみについては、組合の泉南清掃工場で破砕後磁選機により金属類を

回収し、その他の破砕可燃物として焼却処理を行っている。また、ガスボンベなど

の危険物は粗大ごみ選別ストックヤードにて手選別により取り除いた後、資源化し

ている。 

プラスチック製容器包装、ペットボトル、資源（缶、ビン）及び廃乾電池等は、

泉南清掃工場で一時保管した上で、再生資源化業者に引き渡している。 

古紙及び古布は直接民間業者にて有価物として引き渡している。 

今後は、両市の可燃ごみ処理及び不燃・粗大・資源ごみ処理を行っている泉南清

掃工場の老朽化への対応及び将来的なごみの適正処理や資源化をするため、新たな

ごみ処理施設の整備を進めていく。 

 

イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

今後とも家庭ごみの分別区分に準じ、処理・処分を行う。なお、事業系ごみの減

量や資源化を推進するため、今後も引き続き分別指導を行うものとする。 

 

ウ 一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後 

現状は産業廃棄物の処理を行っておらず、今後も行わないものとする。 

 

エ 生活排水処理の現状と今後 

泉南市における生活排水の処理については、引き続き、下水道や農業集落排水処

理施設等の集合処理施設が整備されていない人口散在地域等で合併処理浄化槽の

整備を進めていく。 
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表３ 本地域の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

 

 

可燃ごみ 焼却 泉南清掃工場（焼却施設） 可燃ごみ 焼却 発電 泉南清掃工場（焼却施設）
大阪湾広域臨海環境整備セン

ター大阪沖埋立処分場

不燃・粗大ごみ

選別

破砕

焼却

粗大ごみ選別ストックヤード

泉南清掃工場（破砕施設）

泉南清掃工場（焼却施設）

不燃・粗大ごみ 複合

選別

破砕

焼却

粗大ごみ選別ストックヤード

泉南清掃工場（破砕施設）

泉南清掃工場（焼却施設）

焼却・資源化・埋立

びん、かん

選別

圧縮

保管

びん、かん

選別

圧縮

保管

プラスチック製容器包装

選別

圧縮

保管

プラスチック製容器包装

選別

圧縮

保管

ペットボトル

選別

圧縮

保管

ペットボトル

選別

圧縮

保管

廃乾電池、蛍光灯、体

温計（水銀）
保管

廃乾電池、蛍光灯、体

温計（水銀）
保管

紙類 資源化 紙類 資源化

古着・古布 資源化 古着・古布 資源化

（再生資源化業者） （再生資源化業者）

一次処理 二次処理

不燃物処理資源化施設

リ

サ

イ
ク

ル

不燃物処理資源化施設

資源化

現状（令和２年度） 今後（令和9年度）

泉南市・阪南市

分別区分 処理方法

処理施設等

分別区分
処理

方法
処理施設等
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(３) 処理施設等の整備 

ア 廃棄物処理施設 

上記（２）の分別区分及び処理方法で処理を行うため、表４のとおり必要な施設

整備を行う。 

 

表４ 整備する処理施設 

事業 

番号 

施設整備種類 

施設名 
事業名 処理能力 設置予定地 

事業期間 

（全体事業期間） 

１ 

マテリアルリサイ

クル処理施設 

（仮称）新不燃物処

理資源化施設 

（仮称）新不燃物

処理資源化施設

整備事業 

約 10t/日 
大阪府阪南市尾

崎町 532 番地 
（未定） 

２ 

エネルギー回収型

廃棄物処理施設 

（仮称）新泉南清掃

工場 

（仮称）新ごみ処

理施設整備事業 
約 140t/日 

大阪府阪南市尾

崎町 532 番地 

R7～R8 

（R7～R11） 

 

（整備理由） 

・ 事業番号１ 既存施設の老朽化 

・ 事業番号２ 既存施設の老朽化 

 

イ．合併処理浄化槽の整備 

合併処理浄化槽の整備については、表５のとおり行う。 

 

表５ 合併処理浄化槽の整備計画【泉南市】 

事 業 

直近の整備済 

基数(基) 

(令和 2年度) 

整備計画 

基  数 

(基) 

整備計画 

人  口 

(人) 

事業期間 

浄化槽設置整備事業 7 60 190 R4～R8 
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(４) 施設整備に関する計画支援事業 

ア 廃棄物処理施設 

（３）アの施設整備に先立ち、表６のとおり計画支援事業を行う。 

 

表６ 実施する計画支援事業 

事業番号 事業名 事業内容 事業期間 

１・２ 

（仮称）新ごみ処理施設整備事業 

（事業番号１・２）に係る生活環境

影響調査 

生活環境影響調査 R4～R5 

（仮称）新ごみ処理施設整備事業 

（事業番号１・２）に係る施設整備

基本計画・基本設計 

施設整備基本計画・基本設

計 
R4～R5 

（仮称）新ごみ処理施設整備事業 

（事業番号１・２）に係るＰＦＩ導

入可能性調査 

ＰＦＩ導入可能性調査 R4～R5 

（仮称）新ごみ処理施設整備事業 

（事業番号１・２）に係る測量・地

質調査 

測量・地質調査 R4～R5 

（仮称）新ごみ処理施設整備事業 

（事業番号１・２）に係る土壌汚染

調査 

土壌汚染調査 R4～R5 

（仮称）新ごみ処理施設整備事業 

（事業番号１・２）に係る造成基本

設計・実施設計 

造成基本設計・実施設計 R5～R6 

（仮称）新ごみ処理施設整備事業 

（事業番号１・２）に係る発注支援

業務 

発注支援業務 R5～R6 
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(５) その他の施策 

その他、地域の循環型社会の形成及び廃棄物の適正処理を推進するため、次の施策

を実施していく。 

 

ア 再生利用品の需要拡大事業 

容器包装廃棄物等の資源化ルートを確保し、再商品化製品等の需要が拡大するよ

うに、分別収集されるものの品質向上や事業者におけるリサイクル製品の開発、製

造、販売等の促進について周知を図る。 

 

イ 廃家電・使用済み小型家電のリサイクルに関する啓発 

廃家電・使用済み小型家電のリサイクルについては、家電リサイクル法及び小型

家電リサイクル法に基づき、適正な回収ルートに乗せるよう啓発する。 

 

ウ 不法投棄対策 

不法投棄防止啓発用看板、監視カメラの貸出を行うとともに、地域住民からの通

報体制を強化することで、不法投棄の早期発見、未然防止を図っていくものとする。 

また、パトロール及び回収作業を継続的に実施する。 

 

エ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

災害時の一般廃棄物処理としては、泉南市及び阪南市の災害廃棄物処理計画に基

づき可能な限り分別し、泉南清掃工場において処理することが定められている。 

また、災害時等におけるごみ処理に関しては、堺・泉州エリアにて平成 25 年３

月 22 日に「一般廃棄物（ごみ）処理に係る相互支援基本協定書」を締結し、広域

的に連携・協力する体制の構築を図っている。 

 

 

４ 計画のフォローアップと事後評価 

(１) 計画のフォローアップ 

本地域では、計画の進捗状況を毎年把握し、その結果を公表するとともに、必要に

応じて、大阪府及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直し

を行う。 

 

(２) 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速

やかに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるも

のとする。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直

すものとする。 
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様式１ 循環型社会形成推進交付金等事業実施計画　総括表１

１ 地域の概要

(1) 地域名 (2) 地域内人口 (3) 地域面積 85.15 km
2

(4) 構成市町村等名 (5) 地域の要件

(6) 構成市町村に一部事務組合等が  ①組合名　　  ②組合を構成する市町村： 泉南市、阪南市  ③設立(予定)年月日：　

　  含まれる場合、当該組合の状況

 ※ 交付要綱で定める交付対象となる要件のうち、該当する項目全てに〇を付ける。

２ 減量化、再生利用の現状と目標

指　標　・単　位

事業系　　　総排出量（トン） 14,019 14,572 14,672 14,578 13,338 12,359 （R2比 -7.3％）

　　　　　　　　1事業所当たりの排出量（トン/事業所） 3.72 3.87 3.94 3.95 3.67 3.57 （R2比 -2.7％）

生活系　　　総排出量（トン） 24,436 24,096 24,177 24,422 23,967 21,018 （R2比 -12.3％）

　　　　　　　　1人当たりの排出量（kg/人） 172 170 172 176 175 160 （R2比 -8.6％）

合　 計　　　事業系生活系の総排出量合計（トン） 38,455 38,668 38,849 39,000 37,305 33,377 （R2比 -10.5％）

直接資源化量（トン） 1,952 (5.1%) 2,046 (5.3%) 2,090 (5.4%) 2,084 (5.3%) 1,988 (5.3%) 2,158 (6.5%)

総資源化量（トン）（集団回収量を含む） 6,638 (16.3%) 6,390 (15.7%) 6,338 (15.5%) 6,248 (15.3%) 5,868 (15.1%) 5,416 (15.7%)

エネルギー回収量 （年間の発電電力量　MWH）

（年間の熱利用量　GJ)

減量化量（中間処理前後の差　トン） 29,060 (75.6%) 30,516 (78.9%) 29,218 (75.2%) 29,592 (75.9%) 28,105 (75.3%) 24,815 (74.3%)

埋立最終処分量（トン） 4,948 (12.9%) 3,769 (9.7%) 5,219 (13.4%) 4,934 (12.7%) 4,762 (12.8%) 4,216 (12.6%)

 ※ 別添資料３として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

泉南市阪南市地域 112,935　人

泉南市、阪南市 人 口 面 積 沖 縄 離 島 奄 美 豪 雪 山 村 半 島 過 疎 そ の 他

年度
過去の状況・現状（排出量に対する割合） 目　　標

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和9年度

昭和42年10月21日泉南清掃事務組合

970 954 945911873

減 量 化 量

（不明） （不明） （不明） （不明） （不明） （不明）

排 出 量

再 生 利 用 量

エ ネ ル ギ ー 回 収 量 907

最 終 処 分 量
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３ 一般廃棄物処理施設の現状と更新、廃止、新設の予定

（１）現有施設リスト

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式 処理能力(単位) 竣工年月
廃止又は

休止（予定）年月
解体（予定）年月 備考

ごみ焼却施設 泉南清掃工場 泉南清掃事務組合 ストーカ方式
190ｔ/日

(95t/24h×2炉)
S61.3 R12.4　廃止予定 未定 可燃ごみ、粗大ごみ

リサイクル施設
不燃物処理資源化

施設
泉南清掃事務組合 選別方式 20t/5h H6.3 資源ごみ

ストックヤード
粗大ごみ選別ス

トックヤード
泉南清掃事務組合 保管 480m2 H29.3 粗大ごみ

し尿処理施設 双子川浄苑 泉南市
好気性一段活性汚泥処

理方式
100kL/日 S55.4 し尿及び浄化槽汚泥

（２）更新（改良）・新設施設リスト

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式 処理能力(単位) 竣工予定年月 更新（改良）・新設理由

廃焼却施設解体の有

無

（解体施設の名称）

廃焼却施設解体事業

着手（予定）年月

完了（予定）年月

想定される浸水深と対策 備考

ごみ焼却施設
（仮称）新ごみ処理

施設
泉南清掃事務組合 （未定） 約140t/日 R12.3（予定） 既存施設の老朽化 無 －

リサイクル施設
（仮称）新不燃物処

理資源化施設
泉南清掃事務組合 （未定） 約10t/日 （未定） 既存施設の老朽化

有

(泉南清掃工場)
（未定）

既存敷地の一部に0.5～3.0ｍの高潮浸水

想定区域に指定されているが、既存のGL

はO.P.+6ｍとなっている。周辺道路の浸水

により施設へ廃棄物が搬入できなかった

場合は大阪府下9市4町4組合のごみ処理

に係る相互支援基本協定に基づき、周辺

自治体へ処理を依頼する。

想定される浸水深と対策

河川の氾濫等による浸水深は設定されていない。

既存敷地の一部に0.5～3.0ｍの高潮浸水想定区域に指定されている

が、既存のGLはO.P.+6ｍとなっている。周辺道路の浸水により施設へ

廃棄物が搬入できなかった場合は大阪府下9市4町4組合のごみ処理

に係る相互支援基本協定に基づき、周辺自治体へ処理を依頼する。
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４．生活排水処理の現状と目標（泉南市）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

63,125 62,549 61,984 61,457 60,795 56,241 人

汚水衛生処理人口 33,303 33,731 33,216 33,688 33,649 32,700 人

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 52.8% 53.9% 53.6% 54.8% 55.3% 58.1 ％

汚水衛生処理人口 0 0 0 0 0 0 人

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0 ％

汚水衛生処理人口 18,246 17,318 16,999 17,318 16,924 14,224 人

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 28.9% 27.7% 27.4% 28.2% 27.8% 25.3 ％

汚水衛生未処理人口 11,576 11,500 11,769 10,451 10,222 9,317 人

　※参考として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付した。

５．浄化槽の整備の状況と更新、廃止、新設の予定

基数 処理人口 開始年月 基数 処理人口 目標年次

泉南市 950 4,699 H7 60 190 R9

　※計画地域内の施設の状況(現況、予定）を地図上に示したものを添付した。

事業主体
現有施設の内容 整備予定基数の内容

備考

過去の状況・現状 目標

指標・単位 令和9年度

総人口

公 共 下 水 道

集 落 排 水 施 設 等

合 併 処 理 浄 化 槽 等

浄化槽設置整備事業 R4～R8

未 処 理 人 口

施設種別
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様式２

単位 開始 終了 R4 R5 R6 R7 R8 R4 R5 R6 R7 R8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1
泉南清掃事務

組合
約10 t/日 (未定) (未定) 0 0 （未定）

2,499,750 0 0 0 833,250 1,666,500 1,999,800 0 0 0 666,600 1,333,200

2
泉南清掃事務

組合
約140 t/日 R7 R8 2,499,750 833,250 1,666,500 1,999,800 666,600 1,333,200

全体事業：

R7～R11

23,050 4,610 4,610 4,610 4,610 4,610 23,050 4,610 4,610 4,610 4,610 4,610

泉南市 60 基 R4 R8 23,050 4,610 4,610 4,610 4,610 4,610 23,050 4,610 4,610 4,610 4,610 4,610

319,154 160,179 135,975 23,000 0 0 319,154 160,179 135,975 23,000 0 0

泉南清掃事務

組合
R4 R5 180,070 126,070 54,000 180,070 126,070 54,000

泉南清掃事務

組合
R4 R5 22,495 13,495 9,000 22,495 13,495 9,000

泉南清掃事務

組合
R4 R5 8,833 4,833 4,000 8,833 4,833 4,000

泉南清掃事務

組合
R4 R5 24,783 11,594 13,189 24,783 11,594 13,189

泉南清掃事務

組合
R4 R5 22,187 4,187 18,000 22,187 4,187 18,000

泉南清掃事務

組合
R5 R6 16,566 6,566 10,000 16,566 6,566 10,000

泉南清掃事務

組合
R5 R6 44,220 31,220 13,000 44,220 31,220 13,000

2,841,954 164,789 140,585 27,610 837,860 1,671,110 2,342,004 164,789 140,585 27,610 671,210 1,337,810

1・2

浄化槽設置整備

循環型社会形成推進交付金等事業実施計画　総括表２

事　業　種　別 事業

番号

事業

主体

名称

規模
事業期間

交付期間
総事業費 (千円) 交付対象事業費 (千円)

新不燃物処理資源化施設

○マテリアルリサイクル等に関

する事業

備　考

事業名称

○エネルギー回収等に関する

事業

新エネルギー回収型廃棄物処

理施設

○浄化槽に関する事業

（事業番号１・２）

造成基本設計・実施設計

（事業番号１・２）

発注支援業務

合　　　計

○計画支援事業

（事業番号１・２）

生活環境影響調査

（事業番号１・２）

施設整備基本計画・基本設計

（事業番号１・２）

PFI導入可能性調査

（事業番号１・２）

測量・地質調査

（事業番号１・２）

土壌汚染調査
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【参考資料様式１】 

施設概要（マテリアルリサイクル施設系） 

 

  都道府県名 大阪府   

 

(1)事業主体名 泉南清掃事務組合 

(2)施設名称 （仮称）新不燃物処理資源化施設 

(3)工期 （未定） 

(4)施設規模 処理能力 約１０ｔ／日 

(5)処理方式 （未定） 

(6)地域計画内の役割 本地域から発生する不燃・資源・粗大ごみを適正に処理する。 

(7)廃焼却施設解体工事 
の有無 

       有        無 

 

「ストックヤード」を整備する場合 

(8)ストック対象物  

 

「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合 

(9)容器包装リサイクル 
推進施設の内訳 

①分別収集回収拠点の整備 
 ・ごみの分別収集・処理方法 
 ・ごみ容器の種類・設置基数 
 ・建築物の構造 
②小規模ストックヤードの整備 
 ・施設規模 
 ・ストック対象物 
③簡易プレス機の整備 
 ・処理方法 
 ・処理能力 
 ・設置場所 
④電気ごみ収集車及び分別ごみ収集車の整備 
 ・搬入台数（積載量） 
 ・運行計画 

 

「灰溶融施設」を整備する場合 

(10)スラグの利用計画  

 

(11)総事業計画額 （未定） 
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【参考資料様式２】 

施設概要（エネルギー回収施設系） 

 

  都道府県名 大阪府   

 

(1)事業主体名 泉南清掃事務組合 

(2)施設名称 （仮称）新ごみ処理施設 

(3)工期 令和７年度 ～ 令和１１年度 

(4)施設規模 処理能力 約１４０ｔ／日（７０ｔ／２４ｈ×２炉） 

(5)形式及び処理方式 （未定） 

(6)余熱利用の計画 

（検討中） 
１．発電の有無   有（発電効率  未定 ） ・ 無 
２．熱回収の有無  有（熱利用率  未定 ） ・ 無 

(7)地域計画内の役割 本地域から発生するごみを適正に処理する。 

(8)廃焼却施設解体工事の 
有無 

       有        無 

 

「ごみ燃料化施設」を整備する場合 

(9)燃料の利用計画 
 

 

「メタンガス化施設」を整備する場合 

(10)バイオガス熱利用率         ｋWh／ごみｔ 

(11)バイオガスの利用計画  

 

(12)事業計画額 
     2,499,750千円（全体：16,665,000千円） 
うち、交付対象事業費 1,999,800 千円（全体：13,332,000千円） 
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【参考資料様式７】 

施設概要（浄化槽系） 

 

  都道府県名 大阪府   

 
(1)事業主体名 泉南市 

(2)事業名称 泉南市合併処理浄化槽設置整備事業 

(3)事業の実施目的及び内容 
「浄化槽設置整備事業」による合併処理浄化槽の普及促進を図

り、樫井川をはじめとする市域河川の水質汚濁の改善に努める。 

(4)事業期間 令和４年度～令和８年度 

(5)事業対象地域の要件 人口 面積 沖縄 離島 奄美 豪雪 山村 半島 過疎 その他 

(6)事業計画額 交付対象事業費    ２３，０５０千円 

 
○事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模 
 【浄化槽設置整備事業の場合】 

区分 
交付対象基数 
（１９０人分） 

基準額合計 総事業費 
交付対象 
事業費 

5人槽 ３０基（ ９０人分） 9,960 千円 9,960 千円 9,960 千円 

6～ 7人槽 ２５基（ ７５人分） 10,350千円 10,350千円 10,350千円 

8～10人槽 ５基（ ２５人分） 2,740 千円 2,740 千円 2,740 千円 

11～20人槽 基（   人分）    

21～30人槽 基（   人分）    

31～50人槽 基（   人分）    

51人槽以上 基（   人分）    

宅内配管費 基     

撤去費 基     

改築費（災害） 基     

改築費（長寿命化） 基     

浄化槽整備 
効率化事業費 

台帳作成費    

計画策定等調査費    

効果的な転換促進及び管
理適正化推進費    

合 計 
６０基（１９０人分） 

※基数の合計には、宅内配管

費、撤去費、改築費を除く。 
23,050千円 23,050千円 23,050千円 
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【参考資料様式８】 

計 画 支 援 概 要 

 

 

 

  都道府県名 大阪府   

 

 

(1) 事業主体名   泉南清掃事務組合 

 

(2) 事業目的   新ごみ処理施設整備のため 

 

      

(3) 事業名称 生活環境影響調査 
施設整備基本計画・

基本設計 

ＰＦＩ導入可能

性調査 
測量・地質調査 

 

      

(4) 事業期間 
令和４年度 

～令和５年度 

令和４年度 

～令和５年度 

令和４年度 

～令和５年度 

令和４年度 

～令和５年度 

 

 

(5) 事業概要 
現地調査・予測・評

価 

施設の整備基本計

画及び基本設計 

ＰＦＩ等の民間

活用の検討 

建設予定地の測量

及び地質調査 

 

 

      

(6) 総事業計画額 

180,070千円 

うち、交付対象事

業費 

180,070千円 

22,495千円 

うち、交付対象事

業費 

22,495千円 

8,833千円 

うち、交付対象事

業費 

8,833千円 

24,783千円 

うち、交付対象事

業費 

24,783千円 
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【参考資料様式８】 

計 画 支 援 概 要 

 

 

 

  都道府県名 大阪府   

 

 

(1) 事業主体名   泉南清掃事務組合 

 

(2) 事業目的   新ごみ処理施設整備のため 

 

      

(3) 事業名称 土壌汚染調査 
造成基本設計・実施

設計 
発注支援業務 

  

      

(4) 事業期間 
令和４年度 

～令和５年度 

令和５年度 

～令和６年度 

令和５年度 

～令和６年度 
 

 

 

(5) 事業概要 
建設予定地の土壌

汚染調査 

建設予定地造成の

ための設計 

建設工事の発注

に向けた技術支

援など 

 

 

 

      

(6) 総事業計画額 

22,187千円 

うち、交付対象事

業費 

22,187千円 

16,566千円 

うち、交付対象事

業費 

16,566千円 

44,220千円 

うち、交付対象事

業費 

44,220千円 
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【添付資料１ 現有施設の位置図】 

 

 

 

 

 
 

 

  

阪南市

泉南市

岬町

和歌山市
岩出市

紀の川市

田尻町

泉佐野市

田尻町

泉佐野市

泉南市

熊取町

双子川浄苑

（し尿処理施設）

【更新・新設施設】

（仮称）新不燃物処理資源化施設

（仮称）新泉南清掃工場

【現有施設】

泉南清掃工場

粗大ごみ選別ストックヤード

リサイクル施設
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【添付資料２ 現状と将来のトレンドグラフ】 
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【添付資料３ 浄化槽整備区域図】 
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【添付資料４ ハザードマップ（現有施設と整備予定施設）】 

 

 
 

  

【 現有施設 】

泉南清掃工場

粗大ごみ選別ストックヤード

リサイクル施設

【 更新・新設施設 】

（ 仮称 ）新不燃物処理資源化施設

（ 仮称 ）新泉南清掃工場

双子川 浄苑

（ し尿処理施設 ）

【 現有施設 】

泉南清掃工場

粗大ごみ選別ストックヤード

【 更新・新設施設 】

（ 仮称 ）新不燃物処理資源化施設

（ 仮称 ）新泉南清掃工場
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【 現有施設 】

泉南清掃工場

粗大ごみ選別ストックヤード

リサイクル施設

【 更新・新設施設 】

（ 仮称 ）新不燃物処理資源化施設

（ 仮称 ）新泉南清掃工場

【 現有施設 】

泉南清掃工場

粗大ごみ選別ストックヤード

リサイクル施設

【 更新・新設施設 】

（ 仮称 ）新不燃物処理資源化施設

（ 仮称 ）新泉南清掃工場
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